












はじめに 

親子の絆の重要性が認識されるにつれ、周産期における母子相互作用も医療技術が進歩す

ればする程、さらに重要なものと理解されるようになった。 

胎児・新生児は従来考えられていた以上にすばらしい能力を持っていることも証明され、

母が子に対して持つ愛着もまた出産後からではなく、妊娠中から次第に形成されていくも

のであり、周産期は将来の母子関係に重要な時期であることは論を待たない。 

ほとんどの妊娠、分娩が異常なく経過するとは云え、低出生体重児出生や仮死児、種々の

先天異常児出生は少なからずあり、周産期医療の進歩により、これら病的新生児の救命率

が向上するに従い、周産期医療がより人間的な・愛情豊かなものであることが望まれるこ

ととなった。 

私共は周産期母子相互作用の臨床的研究を行うにあたり、分娩部内に設置した異常新生児

室(NICU と略す)に収容される病的新生児を、胎内搬送例も含めた院内出生児と院外出生児

とに分け、その親子関係の観察を中心にして、臨床の現場で好ましい、望ましいとされる

母子接触を試みてきた。 

究極的な目標は個々の症例に応じた家族看護 family care の具体化とし・地域特性のある

周産期医療の在り方にもアプローチしているところである。 

これまで出産を迎える妊婦の心理的変化、周産期医療の地域化に関する調査、私共の NICU

で看護した極小未熟児の発達調査を報告してきたが、最終報告として早期母子接触による

母子相互促進、家族看護の具体化について報告する。 


